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植
物
の
漢
名
と
近
世
日
本
の
漢
詩

─
萩
の
花
の
呼
称
を
例
に
─

合
山
林
太
郎

は
じ
め
に

　

日
本
の
植
物
の
名
称
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
漢
字
で
記
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
漢
字
の
名
称
に
は
、
中
国
に
お
い
て
生
ま
れ
、
日

本
に
渡
来
し
た
漢
名
と
、
日
本
で
生
ま
れ
、
日
本
で
の
み
流
通
す
る
、
日
本
独
自
の
漢
字
名
と
が
あ
る1
。

　

具
体
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。
多
く
の
場
合
、
中
国
の
漢
名
が
日
本
に
お
い
て
も
流
通
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
梅
」「
桃
」「
菊
」
な
ど
は
、
い

ず
れ
も
中
国
の
呼
称
が
そ
の
ま
ま
日
本
で
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
指
し
示
す
対
象
が
、
国
や
地
域
の
間
で
大
き
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

し
か
し
、
漢
名
以
外
に
、
日
本
独
自
の
漢
字
名
が
頻
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
秋
の
七
草
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
、

な
で
し
こ
は
、
漢
字
で
「
撫
子
」
と
書
く
が
、
こ
れ
は
、
日
本
独
自
の
語
で
あ
り
、
日
本
以
外
の
地
域
で
は
通
じ
な
い
。
な
で
し
こ
の
漢
名
は
、

「
瞿
麦
」
あ
る
い
は
「
石
竹
」
と
な
り
、
中
国
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
で
理
解
し
て
ほ
し
い
場
合
、
こ
ち
ら
の
語
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

漢
名
と
日
本
独
自
の
漢
字
名
と
の
関
係
は
、
や
や
複
雑
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
同
じ
漢
字
を
用
い
な
が
ら
、
異
な
る
事
物
を
指
し
示
す
場
合
も

あ
る
。
や
は
り
秋
の
花
と
し
て
知
ら
れ
る
お
み
な
え
し
は
、
日
本
で
は
「
女
郎
花
」
と
記
す
。
こ
れ
も
、
日
本
の
み
で
流
通
す
る
漢
字
名
で
あ
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り
、
漢
名
は
、「
敗
醬
」
な
ど
と
な
る
。
注
意
す
べ
き
は
、「
女
郎
花
」
は
、
中
国
で
は
別
の
花
を
指
す
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
陸
游
の
「
粲

粲
女
郎
花
、
忽
満
庭
前
枝
（
粲
々
た
る
女
郎
花
、
忽
ち
庭
前
の
枝
に
満
つ
）」（「
病
中
観
辛
夷
花
」）
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
が
、
一
般
に
中
国
で

は
、「
女
郎
花
」
は
、
木
蘭
あ
る
い
は
辛
夷
を
指
す
と
さ
れ
る2
。

　

こ
の
よ
う
に
、
植
物
の
漢
字
名
は
、
漢
名
と
日
本
独
自
の
漢
字
名
と
に
大
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
漢
詩
文
に
お
い
て
は
、
漢
名
が
優
先
的
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
時
代
や
人
に
よ
っ
て
も
違
い
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
、
儒
学
者
や
漢
詩
人
は
、
中
国
の
古
典
を
学
ん
で
お
り
、
彼
土

の
規
範
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
中
国
あ
る
い
は
日
本
以
外
の
東
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
の
文
人
た
ち
か
ら
も
理
解
さ
れ
る

よ
う
、
漢
名
を
選
択
す
る
。
か
り
に
日
本
固
有
の
漢
字
名
を
用
い
る
場
合
で
も
、
漢
名
に
よ
る
説
明
を
注
記
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る3
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
呼
称
の
変
遷
の
過
程
が
明
瞭
に
分
か
り
、
か
つ
、
文
芸
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
点
で
興
味
深
い
の
が
、
は
ぎ4
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
は
ぎ
の
花
は
、
古
来
、
日
本
の
文
学
に
し
ば
し
ば
登
場
し
て
お
り
、
と
く
に
和
歌
に
お
い
て
は
、
鹿
、
あ
る
い
は
そ
の
妻
問
い
、

ま
た
、
露
な
ど
と
取
り
合
わ
せ
て
詠
わ
れ
た
。

　

今
日
に
お
い
て
は
、
は
ぎ
に
は
「
萩
」
の
字
を
当
て
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
国
訓
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
は
ぎ
に
は
、
い
く
つ

か
の
漢
字
名
が
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
、
漢
詩
に
お
け
る
は
ぎ
の
詠
出
に
も
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
概
要
を
た
ど
る
。
な
お
、
漢
字
で
ど
う
書
か
れ
た
か
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め
、
一
般
的
な
意
味
で
用
い
る
場
合
、
本
論
で
は
、

す
べ
て
「
は
ぎ
」
と
平
仮
名
で
表
記
す
る
こ
と
と
す
る5
。

一
　
は
ぎ
の
漢
名
の
不
在
と
林
鵞
峰
の
悩
み

　

古
代
・
中
世
に
お
い
て
、
は
ぎ
に
は
、
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
し
得
る
呼
称
が
複
数
あ
っ
た
。
主
要
な
も
の
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
今
日
で
も
用
い

ら
れ
る
「
萩
」
に
加
え
て
、「
芽
」「
鹿
鳴
草
」「
波
木
」「
芳
宜
」
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
呼
称
は
、
い
ず
れ
も
日
本
に
お
い
て
の
み
流

通
し
た
か
、
ま
た
は
、
そ
の
出
典
が
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
は
ぎ
の
漢
名
は
不
明
と
さ
れ
、
実
際
に
近
世
初
期
に
は
、
こ
の
こ
と

に
悩
む
林
鵞
峰
の
よ
う
な
儒
学
者
も
い
た
。
以
下
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
見
て
ゆ
こ
う
。
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は
ぎ
の
花
は
、
古
代
か
ら
文
献
に
登
場
す
る
が
、
た
と
え
ば
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
は
ぎ
の
花
は
、
集
中
、
最
も
多
く
詠
ま
れ
た
花
で
あ

り
、「
吾わ
が
を
か丘
尓に　

棹さ
を

壮し

か鹿
来き

鳴な
く　

先は
つ
は
ぎ芽
之の　

花は
な
づ
ま嬬
問と
ひ

尓に　

来き

鳴な
く

棹さ
を

壮し

か鹿
」（
巻
八
、
一
五
四
一
番
、
大
伴
旅
人
）
な
ど
の
よ
う
に
、「
芽
」
や
「
芽

子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
続
日
本
後
紀
』
に
は
、「
芳
冝
花
宴
（
讌
）」
と
い
っ
た
用
例
が
確
認
で
き
る
（
巻
三
・
承
和
元
年
八
月
及
び

巻
一
四
・
承
和
一
一
年
八
月
の
条
）。

　

古
代
の
概
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、『
和
名
類
聚
抄
』（
二
十
巻
本
）
を
紐
解
く
な
ら
ば
、
ま
ず
、
は
ぎ
は
、「
鹿
鳴
草
」
で
立
項
さ
れ
て
い

る
。『
爾
雅
集
注
』
に
「
萩
一
名
蕭
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
和
名
は
「
波
木
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、『
弁
色
立
成
』
や

『
新
撰
万
葉
集
』
に
は
「
芽
」、「
国
史
」（
筆
者
注　

先
に
言
及
し
た
『
続
日
本
後
紀
』
の
こ
と
）
に
「
芳
冝
花
」
の
用
例
が
、『
楊
氏
漢
語
抄
』

に
「
鹿
鳴
草
」
の
用
例
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る6
。

　

古
代
の
漢
詩
に
は
、
こ
う
し
た
呼
称
を
用
い
て
、
は
ぎ
を
詠
ん
だ
も
の
も
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、『
新
撰
万
葉
集
』
巻
上
に
は
、「
秋
芽
一

種
最
須
憐
、
半
萼
殷
紅
半
萼
遷
（
秋
芽　

一
種　

最
も
須
ら
く
憐
れ
む
べ
し
、
半
萼
の
殷あ
ん
こ
う紅　

半
萼
は
遷う
つ

れ
り7
）」、『
新
撰
朗
詠
集
』（
秋
部
）
の

「
一
秋
有
蕊
号
芽
花
、
麝
子
鳴
時
此
草
奢
（
一
秋
に
蕊
有
り　

芽
花
と
号
す
、
麝
子
の
鳴
く
時　

此
の
草　

奢ほ
こ

る8
）」、『
本
朝
無
題
詩
』
巻
二
（
植

物
）
に
載
る
、
大
江
佐
国
の
「
縁
底
茲
亭
感
禁
難
、
鹿
鳴
草
是
足
憐
看
（
底な
に

に
縁よ

り
て
か　

茲こ

の
亭　

感お
も

ひ
禁
じ
難が
た

き
、
鹿
鳴
草
は
是
れ
憐
れ
み

看
る
に
足
る9
）」（「
翫
鹿
鳴
草
」）
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。「
芽
」
や
「
鹿
鳴
草
」
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
呼
称
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
独
自
の
漢
字
名
で
あ
る
。「
芽
子
」
に
つ
い
て
は
、
今
日
、
中
国
由
来
で
あ
る
可
能
性
が
議
論
さ

れ
て
い
る
が10
、
確
か
な
形
で
用
例
を
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
用
い
る
字
の
違
い
は
、
植
物
学
上
の
分
類
と
対
応
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る11
。

　

中
世
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
歌
学
書
の
『
蔵
玉
和
歌
集
』
に
、「
初
見
草
」「
庭
見
草
」「
古
枝
草
」「
秋
遅
草
」「
紅
染
草
」
な
ど
の
萩
の

異
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
呼
称
は
い
ず
れ
も
和
語
を
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
漢
詩
文
と
は
馴
染
ま
な
い
。

　

こ
う
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
漢
語
を
、
詩
中
に
用
い
得
る
か
の
判
断
は
、
時
代
や
属
す
る
集
団
、
作
者
個
人
の
意
識
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。
詩
の
読
者
を
、
自
身
の
周
囲
の
人
々
、
あ
る
い
は
日
本
の
習
俗
を
知
る
者
に
限
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
日
本
固
有
の
漢
語
を
用
い
る

こ
と
も
問
題
と
は
感
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
身
の
記
す
詩
文
が
、
よ
り
普
遍
的
に
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
人
物
に
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と
っ
て
は
、
漢
名
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
事
物
を
描
こ
う
と
す
る
際
に
、
大
き
な
障
壁
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

は
ぎ
に
つ
い
て
も
、
古
代
の
漢
詩
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
で
通
行
す
る
漢
字
名
を
そ
の
ま
ま
詩
中
で
用
い
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
多
く
の
儒
学
者
や
漢
詩
人
は
、
そ
の
よ
う
に
は
考
え
ず
、
は
ぎ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
逡
巡
を
感
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
の
が
、
林
鵞
峰
の
議
論
で
あ
る
。
鵞
峰
は
、
萩
の
花
に
つ
い
て
、
二
編
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
一
つ
が
、
寛
文
二

年
（
一
六
六
二
）
に
書
か
れ
た
「
萩
花
賦
」（『
鵞
峰
先
生
林
学
士
文
集
』
巻
四
三
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
書
か

れ
た
「
芳
宜
説
」（
同
巻
二
一
）
で
あ
る
。

　
「
萩
花
賦
」
に
お
い
て
、
鵞
峰
は
、『
和
名
抄
』
か
ら
呼
称
を
引
き
つ
つ
、
は
ぎ
は
和
歌
に
は
作
例
が
多
い
が
、
中
国
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
こ
と12
、
状
況
に
よ
り
様
々
な
美
し
さ
を
見
せ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
は
ぎ
の
花
が
、
農
婦
の
慰
め
に
も
、
懐
郷
の
よ

す
が
と
も
な
り
、
そ
の
花
の
風
情
は
、
乙
女
の
閨ね
や

に
も
、
隠
者
の
家
に
も
似
合
い
、
さ
ら
に
は
、
蘭
な
ど
と
同
様
、
貴
族
の
衣
服
を
飾
る
具
に

も
、
菊
と
同
じ
よ
う
に
秋
の
前
栽
の
楽
し
み
に
も
な
る
、
と
詠
っ
て
い
る13
。
そ
の
上
で
、
日
本
で
は
、
菅
原
道
真
（
先
に
触
れ
た
『
新
撰
万
葉

集
』
中
の
作
）
と
大
江
佐
国
（『
本
朝
無
題
詩
』
中
の
作
）
が
詩
に
詠
い
、
称
賛
さ
れ
て
い
る
が14
、『
詩
経
』
小
雅
「
鹿
鳴
」
に
詠
わ
れ
た
「
苹
」

「
蒿
」「
芩
」
な
ど
の
よ
う
で
あ
れ
ば15
、
中
国
文
学
の
文
脈
に
お
い
て
も
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
の
は

問
題
だ
と
主
張
し
て
い
る16
。

　
「
芳
宜
説
」
で
は
、「
芳
宜
」
や
「
鹿
鳴
草
」
な
ど
の
古
く
か
ら
の
は
ぎ
に
関
す
る
漢
字
名
を
列
挙
し
、
そ
の
名
の
由
来
を
推
測
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、「
萩
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
秋
の
花
で
あ
る
た
め
、
草
冠
に
秋
を
組
み
合
わ
せ
た
「
萩
」
の
字
が
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る17
。

　

と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
鵞
峰
が
、『
史
記
』
や
『
漢
書
』
の
貨
殖
列
伝
に
お
け
る
「
萩
」
の
字
の
用
例
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
ば
、『
漢
書
』
で
は
、
そ
の
収
入
が
、
千
戸
を
持
つ
封
侯
に
等
し
い
人
々
と
し
て
、
山
で
千
章
（
章
は
材
木
を
数
え
る
単
位
）
の

「
萩
」
を
持
つ
者
（「
山
居
千
章
之
萩
」）、
淮
水
の
北
、
滎
沢
の
南
、
河
水
・
濟
水
の
あ
た
り
で
、
千
本
の
「
萩
」
の
樹
を
持
つ
者
（「
淮
北
滎

南
河
濟
之
間
千
樹
萩
」）
を
挙
げ
て
い
る
。
顔
師
古
注
に
は
「
萩
即
楸
樹
字
也
（
萩
は
即
ち
楸
樹
の
字
な
り
）」
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
萩
」
は

「
楸
」、
す
な
わ
ち
、
樹
木
の
一
種
で
あ
る
ひ
さ
ぎ
、
あ
る
い
は
、
き
さ
さ
げ
だ
と
、
通
常
、
理
解
さ
れ
て
い
る18
。
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鵞
峰
は
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、「
萩
花
賦
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る19
。

若
夫
河
済
千
樹
之
等
千
戸
侯
、
未
知
指
此
艸
耶
、
果
其
木
部
之
楸
乎
。
況
夫
富
民
貨
殖
之
利
、
非
風
雅
之
士
所
求
。

夫か

の
河
済
千
樹
の
千
戸
の
侯
に
等
し
き
が
若ご

と
き
は
、
未
だ
此
の
艸
を
指
す
や
、
果
し
て
其
の
木
部
の
楸
な
る
や
を
知
ら
ず
。
況い

は
ん
や
夫
の
富

民
貨
殖
の
利
の
、
風
雅
の
士
の
求
む
る
所
に
非
ざ
る
に
お
い
て
を
や
。

す
な
わ
ち
、
日
本
人
が
は
ぎ
を
表
す
た
め
に
「
萩
」
の
字
を
用
い
た
場
合
、
そ
れ
が
、『
史
記
』
や
『
漢
書
』
の
用
例
の
よ
う
に
、
材
木
を
意
味

し
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
ま
た
、「
萩
」
の
字
が
、「
貨
殖
列
伝
」
の
よ
う
な
、
富
の
追
求
と
い
う
、
は
ぎ
の
花
の
風
情
と
は
か
け
離

れ
た
主
題
を
人
々
に
想
起
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
、
問
題
視
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、「
女
郎
花
」
の
よ
う
に
、
同
じ
漢
字
名
で
あ
っ
て
も
、
日
本
と
中
国
で
指
し
示
す
対
象
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

論
じ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
、
別
の
花
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
花
で
あ
る
こ
と
は
、
中
国
、
日
本
ど
ち
ら
で
も
変
わ
り
な
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、「
萩
」
の
字
は
、
樹
木
と
花
と
い
う
よ
う
に
、
指
し
示
す
事
物
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
甚
だ
し
い
理
解
の
齟
齬
を
も
た
ら
す
も
の

と
し
て
、「
萩
」
の
字
は
問
題
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
　
近
世
中
期
に
お
け
る
本
草
学
と
漢
名
の
普
及

　

鵞
峰
が
生
き
た
近
世
初
期
に
お
い
て
、
は
ぎ
の
漢
名
は
な
お
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
や
や
後
の
時
代
を
生
き
た
伊
藤
仁
斎
（
寛
永
四
年

〈
一
六
二
七
〉
〜
宝
永
二
年
〈
一
七
〇
五
〉）
も
、
な
お
、
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
仁
斎
は
、「
萩
」
を
題
と
す
る
詩
を
作
っ
て
い

る
が
（『
古
学
先
生
詩
文
集
』
詩
集
・
巻
二
、
享
保
二
年
〈
一
七
一
七
〉
刊
）、
自
注
に
「
按
、
萩
艸
名
。
叢
生
秋
開
紫
花
如
豆
花
（
按
ず
る
に
、

萩
は
艸
の
名
な
り
。
叢
生
し
、
秋
に
紫
花
を
開
き
、
豆
花
の
如
し
）」
と
記
し
て
い
る
。
萩
は
草
類
で
あ
り
、
秋
に
豆
の
花
の
よ
う
な
紫
色
の
花
を

咲
か
せ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
は
ぎ
の
漢
名
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
こ
う
し
た
形
態
の
描
写
に
終
始
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
近
世
中
期
以
降
、
解
決
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
新
た
な
潮
流
は
、
本
草
学
か
ら
起
こ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の

本
草
学
者
た
ち
が
、
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
花
や
救
荒
作
物
に
つ
い
て
の
書
籍
を
研
究
し
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
載
る
植
物
が
、
日
本
の
ど
の
植
物
に

あ
た
る
か
の
同
定
を
試
み
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
は
ぎ
は
、「
胡
子
花
（
胡
子
枝
）」「
随
軍
茶
」「
観
音
菊
」「
天
竺
花
」
と
い
う
四
つ
の
漢
名
を
新

た
に
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
具
体
的
な
経
緯
は
、
す
で
に
横
山
潤
『
秋
萩
の
譜
』（
安
永
八
年
〈
一
七
七
九
〉
刊20
）
や
佐
原
菊
塢
『
秋
野
七
草
考
』（
文
化
七
年
〈
一
八

一
二
〉）
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
見
て
ゆ
こ
う
。

　

ま
ず
、
新
た
に
登
場
し
た
呼
称
の
う
ち
、「
胡
枝
花
」
及
び
「
随
軍
茶
」
は
、
明
の
朱
橚
（
周
憲
王
）
が
著
し
た
『
救
荒
本
草
』（
永
楽
四
年

〈
一
四
〇
六
〉）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。『
救
荒
本
草
』
は
、
飢
饉
の
際
に
食
用
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
植
物
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
の
文
献
が
載
せ
て
い
な
い
多
く
の
植
物
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　

本
草
学
者
松
岡
恕
庵21
は
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
、
こ
の
書
を
『
周
憲
王
救
荒
本
草
』
一
四
巻
と
し
て
和
刻
し
、
そ
の
際
に
、
特
定
し
得

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
植
物
の
名
に
和
名
を
ル
ビ
の
か
た
ち
で
書
き
添
え
た
。
は
ぎ
に
つ
い
て
は
、
巻
八
に
載
る
「
胡
枝
子
」
に
、「
ハ
ギ
」
と

付
訓
し
て
い
る
。
該
当
の
箇
所
は
、「
胡ハ

ギ
枝
子　

俗
亦
名
随
軍
茶
、
生
平
沢
中
。
有
二
種
。
葉
形
有
大
小
。
大
葉
者
類
黒
豆
葉
。
小
葉
者
茎
類
蓍

艸
、
葉
似
苜
蓿
葉
而
長
大
。
花
色
有
紫
白
。
結
子
如
栗
粒
大
。
気
味
与
槐
相
類
、
性
温
（
胡
枝
子　

俗
に
亦
た
随
軍
茶
と
名
づ
く
。
平
沢
の
中
に

生
ず
。
二
種
有
り
。
葉
の
形
に
大
小
有
り
。
大
葉
の
者
は
黒
豆
の
葉
に
類
す
。
小
葉
の
者
は
、
茎
は
蓍
艸
に
類
し
、
葉
は
苜
蓿
の
葉
に
似
て
長
大

な
り
。
花
の
色
に
紫
白
有
り
。
子み

を
結
べ
ば
、
栗
粒
の
大
な
る
が
如
し
。
気
味
は
槐
と
相
ひ
類
す
。
性
は
温
）」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

記
さ
れ
た
葉
や
茎
の
形
状
、
花
の
色
な
ど
を
見
て
、
松
岡
は
、「
胡
枝
子
」
が
日
本
の
は
ぎ
に
あ
た
る
と
推
定
し
、
和
名
を
添
え
た
と
考
え
ら
れ

る22
。

　
「
天
竺
花
」
及
び
「
観
音
菊
」
と
い
う
呼
称
は
、
明
・
王
路
『
花
史
左
編
』（
万
暦
四
六
年
〈
一
六
一
八
〉
刊
）
の
記
述
に
基
づ
く
。『
花
史
左

編
』
は
、
花
に
つ
い
て
品
評
・
分
類
を
行
っ
た
書
で
あ
り
、
多
数
の
花
の
名
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
巻
四
（「
花
辨
」）
に
、「
観
音
菊　

天
竺
花

是
也
。
此
非
南
天
竺
。
或
呼
為
落
帚
花
、
亦
非
也
。
落
帚
別
是
一
種
。
自
五
月
開
至
七
月
。
花
頭
細
小
、
其
色
純
紫
、
枝
如
嫩
柳
。
其
幹
之
長
与
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人
等
。
或
呼
為
観
音
菊
、
蓋
取
銭
塘
有
天
竺
観
音
之
義
也
（
観
音
菊　

天
竺
花
、
是こ

れ
な
り
。
此
れ
南
天
竺
に
非
ず
。
或
ひ
は
呼
び
て
落
帚
花
と

為
す
も
、
亦
た
非ひ

な
り
。
落
帚
は
別
に
是
れ
一
種
。
五
月
よ
り
開
き
て
、
七
月
に
至
る
。
花
頭
は
細
小
に
し
て
、
其
の
色
は
純
紫
に
し
て
、
枝
は

嫩
柳
の
如
し
。
其
の
幹
の
長
き
こ
と
は
人
と
等ひ
と
し
。
或
ひ
は
呼
び
て
観
音
菊
と
為
す
。
蓋
し
銭
塘
に
天
竺
観
音
有
る
の
義
を
取
る
な
り
）」
と
の

記
載
が
あ
っ
た
。
な
お
、『
花
史
左
編
』
は
、
和
刻
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
世
期
に
、
日
本
に
お
い
て
広
く
読
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
説
明
か
ら
、
天
竺
花
、
漢
音
菊
を
は
ぎ
で
あ
る
と
認
定
し
た
の
は
、
貝
原
益
軒
（
寛
永
七
年
〈
一
六
三
〇
〉
〜
正
徳
四
年
〈
一
七
一
四
〉）

及
び
貝
原
好
古
（
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
〜
元
禄
一
三
年
〈
一
七
〇
〇
〉、
益
軒
の
養
子
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
好
古
の
『
和
爾
雅
』

（
元
禄
七
年
〈
一
六
九
四
〉
刊
）
は
、
は
ぎ
に
つ
い
て
、「
天
竺
花
」
で
立
項
し
（
巻
七
、「
艸
木
門
」）、『
花
史
左
編
』
の
説
明
を
引
用
す
る
と
と

も
に
、「
倭
俗
用
萩
字
者
非
是
（
倭
俗
、
萩
の
字
を
用
ふ
る
者
は
、
是こ
れ

を
非ひ

と
す
）」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
益
軒
は
、
自
身
の
著
『
大
和
本

草
』（
宝
永
六
年
〈
一
七
〇
九
〉
刊
）
に
同
書
を
引
用
し
、
そ
の
際
、「
天
竺
花
」
に
「
ハ
ギ
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
新
た
に
認
識
さ
れ
た
漢
名
は
、
辞
典
や
類
書
、
あ
る
い
は
、
作
文
や
作
詩
の
た
め
の
字
典
を
通
じ
て
、
社
会
内
に
定
着
し
て
ゆ
く
。

寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
〈
一
七
一
二
〉
自
序
）
は
、
巻
九
四
之
末
「
湿
草
」
の
部
に
、
は
ぎ
を
載
せ
て
い
る
が
、
立
項
名
を

「
胡
枝
花
」
と
し
て
い
る
。
古
代
以
来
使
用
さ
れ
て
い
た
日
本
独
自
の
漢
字
名
と
と
も
に
、「
随
軍
茶
」「
天
竺
花
」「
観
音
菊
」
な
ど
の
新
た
に
登

場
し
た
漢
名
を
掲
示
し
た
。

　

よ
り
後
代
の
も
の
で
は
、
柴
野
栗
山
『
雑
字
類
編
』（
明
和
元
年
〈
一
七
六
四
〉
序
）
に
は
、「
胡ハ

ギ
枝
花
、
天
竺
花
、
随
軍
茶
」
と
あ
り
、
ま

た
、
山
本
北
山
『
文
藻
行
潦
』（
天
明
二
年
〈
一
七
八
二
〉
刊
）
に
は
、「
天
竺
花　

ハ
ギ
・
花
史
（
筆
者
注　
『
花
史
左
編
』
が
出
典
の
意
）」
と

説
明
し
て
お
り
、
は
ぎ
の
漢
名
が
、
広
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
漢
詩
人
た
ち
も
、
漢
名
を
用
い
て
、
自
ら
詩
の
な
か
で
は
ぎ
を
詠
う
こ
と
が
通
常
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
近

世
後
期
を
代
表
す
る
漢
詩
人
大
窪
詩
仏
（
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
〜
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
は
、
次
の
よ
う
に
愛
ら
し
い
は
ぎ
の
花
の
様
子

を
詩
中
に
描
い
て
い
る
。
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賃
得
茅
菴
小
似
舟
、
一
担
行
李
此
淹
留
。
胡
枝
花
発
無
人
管
、
付
与
吟
翁
占
断
秋
。

賃か

り
得
た
り　

茅
菴
の
小
な
る
こ
と
舟
に
似
た
る
を
、
一
担
の
行
李　

此
に
淹
留
す
。
胡
枝
花　

発
は
な
ひ
らく

も　

人
の
管
す
る
無
し
、
吟
翁
に
付

与
し
て　

秋
を
占
断
せ
し
む
。

（『
詩
聖
堂
詩
集
二
編
』
巻
六
）

　

詩
の
大
意
は
、
舟
の
よ
う
に
小
さ
な
粗
末
な
庵
を
借
り
、
一
個
の
行
李
と
と
も
に
そ
こ
に
逗
留
す
る
と
、
は
ぎ
の
花
が
人
知
れ
ず
咲
い
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
り
、
秋
の
雰
囲
気
を
満
喫
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。「
吟
翁
」
は
、
詩
仏
自
身
の
こ
と
。「
胡
枝
花
」
と
い
う
呼
称
を
用

い
な
が
ら
、
詩
仏
は
、
は
ぎ
の
風
情
を
巧
み
に
描
写
し
て
い
る
。

　

詩
仏
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、「
萩　

胡
枝
花
邦
俗
呼
為
萩
花
（
萩　

胡
枝
花
は
、
邦
俗
、
呼
び
て
萩
花
と
為
す
）」（『
詩
聖
堂
詩
集
初
篇
』）
と

い
う
題
の
詩
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
詩
仏
は
、「
萩
」「
萩
花
」
と
い
う
日
本
式
の
名
称
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、「
胡
枝
花
」
と

い
う
漢
名
を
使
っ
て
、
そ
れ
が
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
な
名
称
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
注
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

「
萩
」
の
字
の
意
味
を
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

詩
仏
に
限
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
漢
詩
人
は
、
た
と
え
ば
、
菊
池
渓
琴
「
胡
枝
花
」（『
渓
琴
山
房
詩
』
巻
六
）
や
藤
井
竹
外
「
白
胡
枝
」（『
竹
外

二
十
八
字
詩
』
巻
上
）
な
ど
の
詩
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
は
ぎ
を
詩
に
賦
す
際
に
、
漢
名
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。

　

近
世
後
期
、
具
体
的
に
は
一
八
世
紀
後
半
以
降
、
日
本
の
漢
詩
の
世
界
で
は
、
清
新
性
霊
の
説
が
浸
透
し
、
身
近
な
自
然
を
詠
う
こ
と
が
頻
繁

に
な
さ
れ
た23
。
当
然
、
草
花
な
ど
も
そ
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
は
ぎ
の
花
に
つ
い
て
は
、
近
世
中
期
の
漢
名
に
つ
い
て
の
知
識
の
更
新

が
な
け
れ
ば
、
多
く
の
漢
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
も
そ
も
詩
中
に
詠
み
込
む
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
学
の
動
き
が
、
本
草
学
の

動
向
と
緊
密
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
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三
　
は
ぎ
の
漢
名
に
対
す
る
戸
惑
い
と
反
発

　

近
世
中
期
以
降
、
は
ぎ
の
漢
名
と
し
て
、「
胡
子
花
」「
随
軍
茶
」「
観
音
菊
」「
天
竺
花
」
と
い
う
四
つ
の
呼
称
が
新
た
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
様
々
な
議
論
を
生
む
こ
と
と
な
る
。

　

ま
ず
、
近
世
後
期
の
儒
者
林
述
斎
（
明
和
五
年
〈
一
七
六
八
〉
〜
天
保
一
二
年
〈
一
八
四
一
〉）
は
、
な
ぜ
、
中
国
と
日
本
で
花
に
対
す
る
愛

好
が
こ
れ
ほ
ど
違
う
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
吐
露
し
て
い
る
。

胡
枝
花
似
紫
雲
橫
、
娬
媚
風
姿
太
有
情
。
但
怪
唐
人
無
賦
詠
、
救
荒
譜
裏
徒
存
名
。

胡
枝
花
は　

紫
雲
の
橫
へ
る
に
似
た
り
、
娬
媚
た
る
風
姿　

太は
な
はだ

情
有
り
。
但
だ
怪
し
む　

唐
人
の
賦
詠
す
る
こ
と
無
く
し
て
、
救
荒
譜
裏

に
徒
ら
に
名
を
存
す
る
を
。

（『
谷
口
樵
唱
』、
文
化
五
年
〈
一
八
〇
八
〉
刊
）

　

詩
は
、
は
ぎ
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
様
子
に
つ
い
て
、
紫
の
雲
を
た
な
び
く
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
様
子
は
甚
だ
風
情
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

中
国
で
は
、
こ
の
詩
を
詩
文
に
詠
む
こ
と
が
な
く
、
救
荒
書
の
中
に
む
な
し
く
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
述
べ

て
い
る
。
こ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、『
救
荒
本
草
』
で
あ
る
。

　

中
国
と
日
本
の
華
を
め
ぐ
る
文
化
的
な
慣
習
の
違
い
に
戸
惑
い
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
、
近
世
初
期
の
林
鵞
峰
と
同
じ
で
あ
る
が
、
述
斎
の
場

合
は
、
中
国
で
は
、
は
ぎ
が
救
荒
植
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
、
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
分
、
彼
我
の
花
の
文
化
に
対
す
る
ギ
ャ
ッ

プ
は
大
き
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、「
胡
子
花
」「
随
軍
茶
」「
観
音
菊
」「
天
竺
花
」
と
い
っ
た
漢
名
が
、
漢
詩
人
た
ち
か
ら
、
両
手
を
挙
げ
て
喜
ば
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
漢
語
は
、
そ
れ
が
意
味
す
る
対
象
と
は
別
に
、
構
成
す
る
漢
字
や
含
ま
れ
る
語
句
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
独
自
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の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
漢
語
を
用
い
る
こ
と
に
反
対
す
る
意
見
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

近
世
後
期
の
儒
者
東
夢
亭
（
寛
政
三
年
〈
一
七
九
六
〉
〜
一
八
四
九
）
は
、
は
ぎ
に
つ
い
て
、
漢
名
よ
り
も
、「
萩
」
の
字
を
用
い
る
こ
と
を

主
張
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、『
鉏そ
う
て
い

雨
亭
随ず
い
ひ
つ筆
』
巻
中
（
嘉
永
五
年
〈
一
八
五
二
〉
刊
）
及
び
『
夢
亭
詩
鈔
』
巻
中
（
万
延
元
年
〈
一
八
六
〇
〉
刊
）

に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

あ
る
日
、「
河
崎
生
」
が
、
師
の
韓
聯
玉
と
と
も
に
来
訪
し
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
は
ぎ
の
花
の
詩
に
次
韻
す
る
よ
う
、
夢
亭
に
求
め
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、「
河
崎
生
」
ら
は
、
は
ぎ
を
示
す
語
と
し
て
、「
随
軍
茶
」
を
使
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
東
亭
は
、

「
萩
」
は
秋
の
花
で
あ
る
か
ら
、
草
冠
に
秋
の
字
で
構
成
す
る
「
萩
」
の
字
こ
そ
が
ふ
さ
わ
し
く
、
そ
う
し
た
風
情
の
感
じ
ら
れ
な
い
「
随
軍
茶
」

な
ど
の
漢
名
は
、
排
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
と
言
う24
。

　

夢
亭
が
「
萩
」
の
字
を
選
択
す
る
の
は
、「
秋
」
の
字
が
入
っ
た
「
萩
」
の
方
が
、
季
節
感
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
重

要
な
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
萩
」
の
字
で
は
ぎ
を
論
じ
た
と
思
わ
れ
る
漢
籍
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る25
。

　

該
当
す
る
書
を
、
夢
亭
は
、『
中
山
伝
信
録
』
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
文
献
に
は
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
お
そ
ら
く
な
い
。『
琉
球
国
志
略26
』

と
取
り
違
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
同
書
の
巻
一
四
に
は
、「
萩
枝
條
繊
弱
如
柳
小
。
葉
如
榆
、
亦
作
品
字
。
九
月
開
花
、
葉
間
遍

満
、
紫
艶
如
匾
豆
花
形
（
萩
は
、
枝
条
は
繊
弱
に
し
て
柳
の
如
く
小
な
り
。
葉
は
榆
の
如
く
、
亦
た
品
字
を
作
す
。
九
月
に
開
花
し
、
葉
間
に
遍

満
し
，紫
艶
に
し
て
匾
豆
の
花
の
形
の
如
し
）」
と
い
う
説
明
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、『
琉
球
国
志
略
』
は
、
清
の
外
交
官
周
煌
が
、
琉
球
を
訪
れ

て
得
た
知
識
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
「
萩
」
と
い
う
語
が
こ
こ
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い27
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
夢
亭
は
、
文
献
上
で
も
「
萩
」
と
い
う
字
を
使
っ
て
よ
い
と
い
う
確
か
な
証
拠
を
得
た
と
考
え
、
次
の
よ
う
な
詩
を
作
り
、

自
ら
の
所
信
を
示
し
た
。

花
称
天
竺
或
胡
枝
、
未
有
佳
名
副
艶
姿
。
珍
重
中
山
伝
信
録
、
草
頭
秋
色
令
人
知
。

花
は
称
す　

天
竺
或
ひ
は
胡
枝
と
、
未
だ
佳
名
の
艶
姿
に
副か

な
ふ
こ
と
有
ら
ず
。
珍
重
す　

中
山
伝
信
録
、
草
頭
の
秋
色　

人
を
し
て
知
ら
し
む
。
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（「
河
崎
生
携
先
師
韓
翁
、
詠
随
軍
茶
詩
、
令
予
次
韻
（
略
）」『
夢
亭
詩
鈔
』
巻
中
）

　

詩
に
お
い
て
、
夢
亭
は
、「
天
竺
花
」
や
「
胡
枝
花
」
な
ど
の
漢
名
は
、
は
ぎ
の
愛
ら
し
い
姿
を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
は
い
え

な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
萩
」
と
い
う
語
が
、
秋
の
草
花
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
人
々
に
示
し
た
『
中
山
伝
信
録
』
と
い

う
資
料
（
筆
者
注　

実
際
は
『
琉
球
国
史
略
』
と
考
え
ら
れ
る
）
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
後
期
以
降
の
は
ぎ
を
詠
っ
た
詩
の
多
く
は
、
漢
名
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
、
中
に
は
、
と
く
に
説
明
の
な
い
か

た
ち
で28
、「
萩
」
と
い
う
表
記
を
用
い
た
例
も
あ
る
。
大
沼
枕
山
の
「
紫
萩
枝
勝
紅
珊
好
、
和
露
揮
来
幾
徃
還
（
紫
萩
の
枝
は
紅
珊
の
好よ

き
に
勝

る
、
露
に
和
し
て
揮
ひ
来
る　

幾
徃
還
）」（「
秋
郊
調
馬
」『
枕
山
詩
鈔
三
編
』
巻
下
、
転
結
句
）
や
「
山
気
初
涼
紫
翠
開
、
高
台
寺
裏
看
萩
来

（
山
気　

初
め
て
涼
し
く
し
て　

紫
翠　

開
く
、
高
台
寺
裏　

萩
を
看
来
た
る
）」（「
過
高
台
寺
」『
蘆
洲
詩
鈔
』
巻
上
、
起
承
句
）
な
ど
が
そ
れ

に
当
た
る
。

　

述
斎
や
夢
亭
の
議
論
は
、
こ
う
し
た
「
萩
」
の
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
近
世
後
期
の
作
例
の
背
後
に
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
単
に
漢
名
を
知
ら
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
は
な
く
、
中
国
に
お
け
る
は
ぎ
へ
の
関
心
の
低
さ
に
対
す
る
戸
惑
い
、
あ
る
い

は
、
漢
名
の
字
面
が
与
え
る
印
象
な
ど
の
点
か
ら
、
選
択
的
に
「
萩
」
の
字
を
用
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　「
天
竺
花
」
と
い
う
呼
称
が
も
た
し
た
も
の

　

新
た
に
登
場
し
た
漢
名
の
中
で
、「
天
竺
花
」
は
、
イ
ン
ド
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
地
域
を
指
す
「
天
竺
」
と
い
う
語
を
、
花
の
中
に
含
ん
で

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
は
ぎ
に
新
た
な
連
想
と
と
も
に
詩
に
詠
う
契
機
と
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
は
ぎ
の
花
は
、
仏
教
寺
院
に
咲
く
こ
と
も
多
い
。「
天
竺
花
」
に
含
ま
れ
る
「
天
竺
」
と
い
う
語
は
、
イ
ン
ド
由
来
の
仏
教
と
結

び
つ
き
や
す
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
様
々
な
表
現
を
可
能
に
す
る
。

　

江
戸
後
期
の
詩
人
北
条
霞
亭
（
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
〜
文
政
六
年
（
一
八
二
三
））
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
秋
に
洛
東
の
方
広
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寺
を
訪
れ
て
い
る
。
災
禍
の
た
め
で
あ
ろ
う
か29
、
こ
の
と
き
本
堂
な
ど
は
焼
け
焦
げ
て
、
廃
墟
と
な
っ
て
お
り
、
あ
た
り
に
は
、
篤
志
家
の
手
で

は
ぎ
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
言
う
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
、
霞
亭
は
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

儼
然
何
在
古
先
生
、
花
草
空
餘
天
竺
名
。
莫
是
当
年
飛
化
処
、
満
身
瓔
珞
擲
来
成
。

儼
然　

何い
づ

く
に
か
古
先
生
の
在
る
、
花
草　

空
し
く
餘
す　

天
竺
の
名
。
是
れ
当
年
の
飛
化
せ
る
処
な
か
ら
ん
や
、
満
身
の
瓔
珞　

擲な
げ
うち

来

り
て
成
る
。 

（「
方
広
寺
仏
堂
焦
墟
、
好
事
者
盛
植
天
竺
花
、
戯
詠
」、『
嵯
峨
樵
歌
』〈
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
刊
〉）

　

被
災
し
た
寺
の
様
子
を
歌
っ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
起
承
句
で
あ
る
。「
古
先
生
」
は
、
元
々
は
老
子
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

「
天
竺
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
王
維
の
「
過
乗
如
禅
師
蕭
居
士
嵩
丘
蘭
若
（
乗
如
禅
師
、
蕭
居
士
が
嵩す
う
き
う丘

の
蘭ら
ん
に
や若

に
過よ

ぎ
る
）」
詩
の
尾
聯
に
、

「
深
洞
長
松
何
所
有
、
儼
然
天
竺
古
先
生
（
深
洞　

長
松　

何
の
有
る
所
ぞ
、
儼
然
た
る
天
竺
の
古
先
生30
）」
と
い
う
詩
句
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

つ
つ
、
こ
こ
方
広
寺
に
は
、「
天
竺
」
の
「
古
先
生
」
と
言
う
べ
き
仏
は
お
ら
ず
、
た
だ
、
は
ぎ
の
花
の
み
が
む
な
し
く
「
天
竺
」
の
名
を
留
め

て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
詠
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、「
天
竺
花
」
を
豊
臣
秀
吉
の
事
跡
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
詠
う
こ
と
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
仙
台
藩
の
出
身
で
、
幕
末
期
の
江
戸
で

活
躍
し
た
儒
者
で
あ
る
斎
藤
竹
堂
（
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
〜
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
））
は
、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
西
日
本
を

遊
歴
し
て
い
る
が
、
秀
吉
の
正
室
北
政
所
が
建
立
し
た
高
台
寺
を
訪
れ
た
際
に
、
こ
の
寺
の
名
物
で
あ
っ
た
は
ぎ
の
花
を
、
壬
辰
戦
争
（
文
禄
・

慶
長
の
役
・
壬イ
ム
ジ
ン辰

倭ウ
ェ
ラ
ン乱

）
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
詠
っ
た
。
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

英
雄
有
胆
吞
蛮
貃
、
何
論
支
那
州
八
百
。
可
惜
将
星
落
半
途
、
西
師
不
渡
鴨
江
碧
。
野
草
澗
花
香
満
地
、
遺
像
零
落
百
年
寺
。
上
人
漫
自
説

豊
公
、
誰
知
英
雄
未
了
志
。
彼
何
為
者
新
覚
羅
、
一
挙
吞
奪
明
山
河
。
使
公
有
成
亦
当
爾
、
不
怪
東
西
帰
一
家
。
吁
嗟
乎
新
覚
羅
且
如
此
、

覇
迹
空
開
天
竺
花
。
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英
雄
に
胆
有
り　

蛮
貃
を
吞
む
、
何
ぞ
論
ぜ
ん　

支
那
の
州
八
百
。
惜
し
む
べ
し　

将
星　

半
途
に
落
ち
、
西
師　

渡
ら
ず　

鴨
江
の
碧
。

野
草　

澗
花　

香
は
地
に
満
ち
、
遺
像　

零
落
す　

百
年
の
寺
。
上
人　

漫み
だ

り
に
自
ら
豊
公
を
説
く
、
誰
か
知
ら
ん　

英
雄　

未
だ
志
を
了

せ
ざ
る
を
。
彼
は
何
す
る
者
ぞ　

新
覚
羅
、
一
挙　

吞
奪
す　

明み
ん

の
山
河
。
公
を
し
て
成
す
有
ら
し
め
ば　

亦
た
当ま

さ
に
爾し

か
る
べ
し
、
怪
し
ま

ず　

東
西　

一
家
に
帰
す
る
を
。
吁あ
嗟ゝ
乎　

新
覚
羅
す
ら
且
つ
此
の
如
し
、
覇
迹　

空む
な

し
く
開
く

天
竺
花
。

 

（「
髙
台
寺
観
天
竺
花
、
寺
有
豊
太
閤
像
」『
報
桑
録
』）

　
「
鴨
江
」
は
鴨
緑
江
の
こ
と
、「
新
覚
羅
」
は
清
を
建
国
し
た
女
真
族
の
愛
新
覚
羅
氏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
に
お
い
て
、
基
本
的
に
竹
堂

は
、
秀
吉
の
海
外
侵
略
を
肯
定
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
秀
吉
が
病
死
し
た
の
で
、
鴨
緑
江
を
わ
た
る
こ
と
が
で
き
ず
、
清
に
よ
っ
て
明
が
滅

ぼ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
も
し
こ
の
挙
が
成
就
し
て
い
れ
ば
、
秀
吉
は
、
最
終
的
に
、
覇
権
を
握
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
論
じ

て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
竹
堂
が
、
こ
の
詩
の
末
尾
（
傍
線
部
）
に
「
天
竺
花
」
と
い
う
語
を
置
き
、
こ
れ
に
対
し
て
、
後
藤
春
草
が
、「
天
竺
花
用

得
新
。
従
前
莫
人
思
及
此
（
天
竺
花
、
用
ひ
得
て
新
た
な
り
。
従
前
、
人
思
の
此
に
及
ぶ
こ
と
な
し
）」
と
評
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（『
報
桑

録
』）。
こ
れ
は
、
基
本
的
に
、
高
台
寺
が
は
ぎ
の
名
所
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が31
、
春
草
の
言
う
前
人
が
思
い
つ
か
な
か

っ
た
新
奇
な
着
想
と
は
、「
天
竺
」
と
い
う
異
域
の
名
を
含
む
花
の
名
を
用
い
て
、
秀
吉
の
野
心
を
象
徴
的
に
詠
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
実
際
に
、
こ
の
時
期
、
ひ
ろ
く
読
ま
れ
た
軍
記
『
重
修
真
書
太
閤
記
』
に
は
、
秀
吉
に
つ
い
て
の
説
明
の
中
に
、「
此
威
風
を
以
て
押

行
ば
唐
天
竺
迄
打
従
へ
ん
事
難
か
ら
じ
と
」（
五
編
巻
一
一
、「
秀
吉
中
国
退
治
首
途
の
事
、
幷
信
長
秀
吉
陣
押
見
物
の
事
」）
な
ど
の
天
竺
を
含

む
表
現
が
散
見
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、「
天
竺
花
」
と
い
う
呼
称
は
、
様
々
な
新
し
い
表
現
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
は
ぎ
の
花
を
例
に
、
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
か
を
追
っ
た
。「
萩
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
近
世
以
前
に
、
日
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本
で
流
通
し
て
い
た
漢
字
の
呼
称
は
、
日
本
で
の
み
流
通
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
漢
詩
文
に
用
い
る
に
は
懸
念
が
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
以
降
、

明
代
の
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
植
物
に
関
す
る
文
献
か
ら
、「
胡
子
花
」「
随
軍
茶
」「
観
音
菊
」「
天
竺
花
」
な
ど
の
、
は
ぎ
の
漢
名
が
特
定
さ
れ

た
。

　

こ
れ
ら
の
新
た
に
流
通
し
た
漢
名
は
、
文
人
た
ち
が
は
ぎ
を
詠
う
こ
と
の
障
壁
を
低
く
し
、
は
ぎ
に
つ
い
て
の
様
々
な
詩
が
作
ら
れ
る
こ
と
に

貢
献
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
漢
名
よ
り
も
「
萩
」
の
字
を
詩
文
中
に
用
い
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
看
取
さ
れ
、
語
そ
の
も
の
が
与
え
る
印
象
に

対
し
て
、
詩
人
た
ち
が
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
ほ
か
、「
天
竺
花
」
な
ど
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、「
天
竺
」
と
い
う
語
が
持
つ
特
殊

な
意
味
を
用
い
た
詩
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

呼
称
の
問
題
は
、
一
見
、
文
学
と
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
対
象
を
取
り
上
げ
る
前
提
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、

詩
文
の
内
容
や
表
現
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

註1	

本
稿
に
お
け
る
日
本
固
有
の
漢
字
名
と
は
、
基
本
的
に
は
、
漢
字
の
国
訓
、
和
名
を
漢
字
表
記
し
た
も
の
、
和
製
漢
語
な
ど
の
総
称
と
し
て
用
い
て
い

る
。
な
お
、
本
来
、
漢
名
に
対
応
す
る
の
は
、
和
名
で
あ
る
。

2	

六
如
『
葛
原
詩
話
』（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉
刊
）
巻
三
「
女
郎
花
」
で
は
、「
吾
邦
ニ
テ
ハ
、
敗
醬
花
ヲ
名
テ
女
郎
花
ト
云
。
異
邦
ニ
テ
ハ
白
楽
天

ハ
木
蘭
花
ヲ
サ
シ
テ
云
（
略
）」
と
述
べ
、
さ
ら
に
陸
游
の
詩
を
挙
げ
な
が
ら
、「
然
レ
バ
木
蘭
ハ
即
辛
夷
ナ
リ
ト
」
と
論
じ
て
い
る
。

3	

次
に
掲
げ
る
館
柳
湾
の
「
又
一
絶
、
用
邦
俗
所
呼
花
名
（
又
一
絶
、
邦
俗
の
呼
ぶ
所
の
花
の
名
を
用
ふ
）」
詩
（『
柳
湾
漁
唱
二
集
』
は
、
こ
う
し
た
意

識
を
よ
く
表
し
て
い
る
。「
尾
花
【
芒
花
】
招
処
晩
風
斜
、
露
艸
【
淡
竹
葉
】
樷
辺
停
小
車
【
旋
覆
花
】。
尽
日
秋
園
話
何
事
、
仙
翁
花
【
剪
秋
羅
】
対

女
郎
花
【
敗
醬
草
】」。
こ
の
詩
は
、「
尾
花
」「
露
艸
」「
小
車
」「
仙
翁
花
」「
女
郎
花
」
と
い
う
日
本
の
漢
字
名
を
詩
中
に
詠
み
込
み
な
が
ら
、
秋
の

自
然
を
描
い
た
詩
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
の
名
称
の
下
に
は
、
漢
名
で
注
記
が
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
で
は
、
隅
付
き
括
弧
で
表
示
）。
正
格
の
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漢
詩
の
中
で
用
い
る
場
合
、
日
本
で
流
布
す
る
漢
字
名
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

漢
名
の
注
記
を
抜
い
た
か
た
ち
で
訓
読
を
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。「
尾
花
の
招
く
処　

晩
風　

斜
め
な
り
、
露
艸
の
樷む
ら

が
る
辺
り
に
小
車
を

停
む
。
尽
日　

秋
園　

何
事
を
か
話
す
、
仙
翁
花
は
女
郎
花
に
対
す
」。

4	

大
橋
広
好
・
門
田
裕
一
・
邑
田
仁
・
米
倉
浩
司
・
木
原
浩
編
『
改
訂
新
版　

日
本
の
野
生
植
物
』
第
二
巻
、
平
凡
社
、
二
〇
一
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
日

本
に
は
、
キ
ハ
ギ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
ギ
、
マ
ル
バ
ハ
ギ
、
ツ
ク
シ
ハ
ギ
、
ク
ロ
バ
ナ
キ
ハ
ギ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
、
ネ
コ
ハ
ギ
、
サ
ガ
ミ
メ

ド
ハ
ギ
、
シ
ベ
リ
ア
メ
ド
ハ
ギ
、
メ
ド
ハ
ギ
、
イ
ヌ
ハ
ギ
、
マ
キ
エ
ハ
ギ
の
一
三
の
種
が
自
生
す
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
不
明
種
と
し
て
、
コ
シ
キ
ジ

マ
ハ
ギ
が
あ
る
。

5	

本
稿
に
お
け
る
は
ぎ
は
、
あ
く
ま
で
、
文
学
作
品
に
登
場
す
る
、
あ
る
い
は
、
人
々
が
一
般
的
に
考
え
る
は
ぎ
を
指
し
て
い
る
。
片
仮
名
で
記
さ
な
い

の
は
、
今
日
の
植
物
学
に
お
け
る
種
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
種
は
片
仮
名
で
表
示
す
る
）。

6	

該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
鹿
鳴
草 

爾
雅
集
注
云
、
萩
一
名
蕭
。【
萩
音
秋
、
一
音
焦
。
蕭
音
宵
。
和
名
波
木
。
今
案
、
牧
名
用
萩
字
、
萩
倉

是
也
。
弁
色
立
成
新
撰
万
葉
集
等
用
芽
字
。
唐
韻
芽
音
胡
誤
反
。
草
名
也
。
国
史
用
芳
宜
草
三
字
。
楊
氏
漢
語
抄
又
用
鹿
鳴
草
三
字
、
並
本
文
未
詳
】

（
鹿
鳴
草 

『
爾
雅
集
注
』
に
云
く
、
萩
、
一
名
蕭
。【
萩
、
音
は
秋
、
一
に
音
は
焦
。
蕭
、
音
は
宵
。
和
名
は
波
木
。
今
案
ず
る
に
、
牧
名
に
萩
の
字
を

用
ゆ
、
萩
倉
、
是
れ
な
り
。『
弁
色
立
成
』『
新
撰
万
葉
集
』
等
、
芽
の
字
を
用
ふ
、『
唐
韻
』
に
芽
の
音
は
胡
誤
の
反
。
草
の
名
な
り
。
国
史
に
芳
宜

草
の
三
字
を
用
ゆ
。『
楊
氏
漢
語
抄
』
に
又
た
鹿
鳴
草
の
三
字
を
用
ゆ
。
並
に
本
文
は
未
だ
詳
び
ら
か
な
ら
ず
】）。

7	

前
掲
『
新
撰
万
葉
集
注
釈 

巻
上
（
二
）』、
半
澤
幹
一
・
津
田
潔
『
対
釈
新
撰
万
葉
集
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

8	

柳
澤
良
一
注
釈
『
新
撰
朗
詠
集
全
注
釈　

一
〜
四
』（
新
典
社
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
を
参
照
。

9	

本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』（
新
典
社
、
一
九
九
二
〜
九
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

10	

古
代
の
は
ぎ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
狩
谷
棭
斎
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』
に
詳
し
い
考
証
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
新
撰
万
葉
集
研
究
会
編
『
新
撰

万
葉
集
注
釈 

巻
上
（
二
）』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
四
九
〜
五
八
頁
）
に
、
三
木
雅
博
に
よ
る
「
芽
」「
芽
子
」
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、「
芽
子
」
に
つ
い
て
、
中
国
の
本
草
書
な
ど
に
も
載
る
「
牙
子
」
と
い
う
植
物
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
つ
つ
、「
牙
子
」
と
は
ぎ
と
は
別
の
植
物
で
は
な
い
か
と
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
寺
井
泰
明
『
植
物
の
和
名
・
漢
名
と
伝
統
文
化
』（
日
本
評

論
社
、
二
〇
一
六
年
）
は
、「
芽
」
や
「
萩
」
以
外
に
、「
蕭
」
や
「
苹
」
な
ど
も
含
め
、
中
国
と
日
本
の
は
ぎ
を
め
ぐ
る
認
識
と
そ
の
交
渉
の
可
能
性

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
な
お
、
韓
半
島
に
お
け
る
は
ぎ
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
新
井
白
石
『
東
雅
』
に
は
、
来
朝
し
た
朝
鮮
通
信
使
が
、
は
ぎ
の
花

を
見
て
「
杻
」
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
木
下
武
司
『
和
漢
古
典
植
物
名
精
解
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
第
二
八
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章
第
三
〜
七
節
に
、
古
代
の
は
ぎ
の
文
献
的
な
記
述
と
そ
の
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
、
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

11	
前
掲
『
改
訂
新
版　

日
本
の
野
生
植
物
』
第
二
巻
に
は
、
古
代
の
は
ぎ
に
つ
い
て
、「
日
本
人
は
古
来
〈
萩
〉
を
非
常
に
愛
好
し
、〈
万
葉
集
〉
を
は
じ

め
多
く
の
和
歌
、
絵
画
、
文
学
作
品
に
表
現
し
、
ま
た
庭
風
寺
院
な
ど
に
広
く
栽
植
し
て
い
る
。（
万
葉
集
）
の
こ
ろ
の
ハ
ギ
〈
芽
子
、
秋
芽
〉
は
山

野
に
自
生
し
て
い
た
今
日
の
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ビ
ッ
チ
ュ
ウ
ヤ
マ
ハ
ギ
ま
た
は
ツ
ク
シ
ハ
ギ
を
指
し
た
と
思
わ
れ
る
。
の
ち
に
平
安
時
代
こ
ろ
か
ら
の
〈
萩
〉

は
、
庭
園
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
た
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
を
指
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
栽
培
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
は
お
そ
ら
く
中
国
原
産
の
野
生
種
が
移
入
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
」（
二
七
七
頁
）
と
の
説
明
が
あ
る
。

12	

該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
萩
之
為
名
也
、
曰
蕭
、
曰
芽
、
訓
曰
波
木
、
考
諸
源
順
所
加
。
然
未
聞
称
於
中
華
。
唯
盛
于
本
朝
倭
歌
之
家
（
萩

の
名
為た

る
や
、
曰
く
蕭
、
曰
く
芽
、
訓
じ
て
曰
く
波
木
、
諸
を
源
順
の
加
ふ
る
所
に
考
ふ
。
然
れ
ど
も
未
だ
中
華
に
称
す
る
を
聞
か
ず
、
唯
だ
本
朝
倭

歌
の
家
に
盛
ん
な
り
）」。

13	

該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
或
是
催
刈
田
、
則
農
婦
相
携
。
或
以
是
憶
回
鄕
、
則
夢
魂
転
迷
。
或
以
是
代
芍
薬
之
贈
、
其
艶
粧
通
於
処
女
之

閨
、
或
以
是
栽
蓬
蓽
之
戸
、
其
幽
操
恊
於
閑
翁
之
棲
。
或
以
是
触
宮
人
之
袂
、
何
異
蘭
佩
之
締
。
或
以
是
成
秋
庭
之
遊
、
可
対
菊
籬
同
題
（
或
ひ
は
是

を
以
て
刈
田
を
催
せ
ば
、
則
ち
農
婦
相
ひ
携
へ
、
或
ひ
は
是
を
以
て
回
鄕
を
憶
へ
ば
、
則
ち
夢
魂
転う
た
た
迷
ふ
。
或
ひ
は
是
を
以
て
芍
薬
の
贈
に
代
え
て
、

其
の
艶
粧
は
処
女
の
閨
に
通
じ
、
或
ひ
は
是
を
以
て
蓬
蓽
の
戸
に
栽
し
て
、
其
の
幽
操
は
閑
翁
の
棲
に
恊か
な
ふ
。
或
ひ
は
是
を
以
て
宮
人
の
袂
に
触
れ
て
、

何
ぞ
蘭
佩
の
締
に
異
な
ら
ん
。
或
ひ
は
是
を
以
て
秋
庭
の
遊
に
成
り
、
菊
籬
に
対
し
て
、
同と
も

に
題
す
べ
し
）」。

14	

該
当
の
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
偶
入
詩
家
、
則
菅
相
在
前
述
一
時
之
情
、
佐
国
在
後
見
八
韻
之
成
。
乃
知
擅
秋
草
之
名
、
而
超
春
花
之
榮
也

（
偶
ま
詩
家
に
入
れ
ば
、
則
ち
、
菅
相
、
前
に
在
り
て
一
時
の
情
を
述
べ
、
佐
国
、
後
に
在
り
て
八
韻
の
成
を
見
る
。
乃
ち
知
る
、
秋
草
の
名
を
擅
ほ
し
い
ま
まに

し
て
、
春
花
の
栄
を
超
ゆ
る
な
り
）」。

15	

「
鹿
鳴
」
に
お
い
て
は
、「
呦
呦
鹿
鳴
、
食
野
之
苹
（
呦
呦
と
し
て
鹿
鳴
き
、
野
の
苹
を
食
む
）」（
第
二
首
、
第
三
首
で
は
、「
苹
」
が
「
蒿
」「
芩
」
に

変
わ
る
）
な
ど
と
詠
わ
れ
、
鹿
と
と
も
に
あ
る
と
い
う
点
で
も
、
は
ぎ
と
類
似
し
て
い
る
。

16	

該
当
の
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
試
就
釈
名
而
与
蕭
字
侔
、
則
采
之
懐
人
、
一
日
不
見
如
三
秋
兮
、
且
其
気
之
香
、
可
供
神
明
之
羞
。
唯
恨
漏

詩
人
之
眸
、
不
与
彼
苹
蒿
芩
、
共
作
鹿
鳴
呦
（
試
み
に
釈
名
に
就
き
て
蕭
の
字
と
侔ひ
と
し
け
れ
ば
、
則
ち
之
を
采と

り
て
人
を
懐お
も
へ
ば
、
一
日
見あ

は
ざ
れ
ば

三
秋
の
如
く
し
て
、
且
つ
其
の
気
の
香
、
神
明
の
羞
に
供
す
べ
し
。
唯
だ
恨
ら
く
は
、
詩
人
の
眸
に
漏
れ
、
彼
の
苹
蒿
芩
と
共
に
鹿
鳴
の
呦
を
作
す
に

与あ
づ

か
ら
ざ
る
を
）」。

17	

該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
想
夫
本
朝
振
古
翫
此
花
。
然
唯
有
名
訓
、
不
定
其
字
。
故
因
倭
訓
曰
芳
宜
乎
。
中
葉
以
來
、
倭
歌
者
流
吟
詠
頗
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繁
、
名
曰
鹿
鳴
艸
。
以
此
花
盛
與
鹿
嗚
同
時
也
。
如
所
謂
杜
鵑
啼
時
杜
鵑
開
之
𩔖
。
而
遂
合
艸
秋
字
以
定
字
乎
。（
想
ふ
に
、
夫
の
本
朝
、
古
よ
り
此

の
花
を
翫
ぶ
。
然
れ
ど
も
唯
だ
名
訓
有
り
て
其
の
字
を
定
め
ず
。
故
に
倭
訓
に
因
り
て
、
芳
宜
と
曰
ふ
か
。
中
葉
以
来
、
倭
歌
者
流
、
吟
詠
す
る
こ
と

頗
る
繁
し
。
名
づ
け
て
曰
く
鹿
鳴
艸
と
。
此
の
花
の
盛
り
と
鹿
の
嗚
く
こ
と
と
時
を
同
じ
く
す
る
を
以
て
な
り
。
所
謂
、
杜
ほ
と
と
ぎ
す

䳌
の
啼
く
時
、
杜
䳌
開
く

の
類
の
如
し
。
而
し
て
遂
に
艸
秋
の
字
を
合
し
て
以
て
字
を
定
む
か
）」。

18	

『
史
記
』
で
は
、「
山
居
千
章
之
材
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
、
具
体
的
に
は
、「
淮
北
滎
南
河
済
之
間
千
樹
萩
」
を
持
つ
者
が
、
千
戸
を
持
つ
封

侯
と
等
し
い
収
入
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
史
記
索
隠
』
は
、『
漢
書
』
の
顔
師
古
注
を
引
き
な
が
ら
、「
萩
、
梓
木
也
。
可
以

為
轅
（
萩
は
梓
木
な
り
。
以
て
轅
な
が
へと

為
す
べ
し
）」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
前
掲
『
和
漢
古
典
植
物
名
精
解
』
第
一
四
章
第
四
節
に
、「
楸
」
に
つ
い

て
の
詳
細
な
解
説
が
あ
る
。

19	

「
萩
」
を
樹
木
と
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
に
つ
い
て
は
、「
芳
宜
説
」
に
も
、
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。「
芳
宜
者
何
也
。
萩
倭
訓
也
。
續

日
本
紀
有
芳
宜
宴
。
蓋
賞
萩
花
也
。
史
記
貨
殖
傳
曰
、
山
居
千
章
之
材
。
漢
書
材
作
萩
。
師
古
曰
、
大
材
曰
章
萩
、
即
楸
樹
字
也
。
史
註
曰
、
萩
梓
木

可
以
爲
轅
。
然
則
萩
與
楸
通
而
大
木
也
。
非
本
朝
所
謂
萩
花
之
萩
也
。（
芳
宜
と
は
何
ぞ
や
。
萩
の
倭
訓
な
り
。
続
日
本
紀
（
筆
者
注　
『
続
日
本
後
紀
』

が
正
し
い
）
に
芳
宜
の
宴
有
り
、
蓋
し
萩
花
を
賞
す
る
な
り
。『
史
記
』
貨
殖
伝
に
曰
く
、
山
居
千
章
の
材
な
り
。
漢
書
は
材
を
萩
に
作
る
。
師
古
の

曰
く
、
大
材
を
章
萩
と
曰
ふ
。
即
ち
楸
樹
の
字
な
り
。
史
註
に
曰
く
、
萩
梓
の
木
、
以
て
轅
と
為
す
べ
し
。
然
ら
ば
則
ち
萩
と
楸
と
は
通
じ
て
大
木
な

り
。
本
朝
の
所
謂
萩
花
の
萩
に
は
非
ざ
る
な
り
」。

20	

横
山
は
、
同
書
中
の
「
萩
の
説
」
に
お
い
て
、『
花
史
左
編
』
中
の
「
観
音
菊
」「
天
竺
花
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
引
用
し
、「
こ
れ
今
の
夏
萩
と
い
ふ

も
の
に
形
状
相
か
な
ふ
。
し
か
れ
ど
も
か
な
ら
ず
是
な
り
と
も
定
め
が
た
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、『
救
荒
本
草
』
中
の
「
胡
枝
子
」「
随
軍
茶
」

に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
言
及
し
た
後
に
、『
救
荒
本
草
』
中
の
「
艸
零
陵
香
」
が
は
ぎ
で
あ
る
と
主
張
す
る
人
物
が
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
其
の
適

当
な
る
や
否
や
を
し
ら
ず
」
と
評
し
て
い
る
。
横
山
自
身
は
、『
広
群
芳
譜
』
に
載
る
「
長
楽
花
」、「
紫
花
」
が
は
ぎ
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
は
、
ど
の
植
物
が
は
ぎ
に
あ
た
る
か
は
、
あ
く
ま
で
文
献
上
で
判
断
し
て
い
た
た
め
、
様
々
な
意
見
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。

21	

『
救
荒
本
草
』
は
、
最
初
二
巻
本
が
出
版
さ
れ
、
重
刻
時
に
四
巻
本
と
な
り
、
後
に
徐
光
啓
の
『
農
政
全
書
』
の
荒
政
の
部
に
、
徐
光
啓
の
評
語
を
付

し
た
か
た
ち
で
収
録
さ
れ
た
が
、
松
岡
は
、
こ
の
『
農
政
全
書
』
版
を
も
と
に
、
さ
ら
に
『
救
荒
野
譜
』
を
合
刻
す
る
本
草
書
を
合
わ
せ
て
出
版
し
た
。

な
お
、『
救
荒
本
草
』
の
意
義
及
び
和
刻
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
白
杉
悦
雄
「『
救
荒
本
草
』
考
」（『
中
国
思
想
史
研
究
』
一
九
号
、
一
九
九
六
年
一
二

月
）
や
太
田
由
佳
『
松
岡
恕
庵
本
草
学
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

22	

和
刻
本
『
救
荒
本
草
』
の
序
に
お
い
て
、
松
岡
は
、
和
漢
の
呼
称
の
う
ち
、
対
応
関
係
が
明
ら
か
な
も
の
で
、
な
が
く
世
に
伝
え
る
べ
き
も
の
に
つ
い
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て
は
、
カ
ナ
で
そ
の
旨
を
記
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

23	
揖
斐
高
『
江
戸
詩
歌
論
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
を
参
照
。

24	
『
鉏
雨
亭
随
筆
』
と
『
夢
亭
詩
鈔
』
と
で
は
、
似
た
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
が
、『
鉏
雨
亭
随
筆
』
か
ら
引
用
す
る
。「
世
人
多
愛
桜
萩
卯
花
。
然
此
三

種
、
挿
瓶
中
、
則
風
趣
索
然
、
不
入
清
賞
。
或
病
桜
萩
無
漢
名
。
余
謂
直
用
桜
萩
字
、
可
也
。
卯
花
即
楊
櫨
花
不
知
卯
花
之
雅
。（
略
）
一
日
河
崎
生

携
凹
巷
先
生
、
詠
随
軍
茶
詩
、
令
余
次
韻
。
邦
俗
以
随
軍
茶
天
竺
花
胡
枝
子
花
之
類
称
萩
不
当
（
略
）」
世
人
、
多
く
桜
、
萩
、
卯
の
花
を
愛
す
。
然

れ
ど
も
、
此
の
三
種
、
瓶
中
に
挿
せ
ば
、
則
ち
風
趣
索
然
と
し
て
清
賞
に
入
ら
ず
。
或あ
る
ひ
と
、
桜
、
萩
に
漢
名
無
き
に
病く
る
し
む
。
余
、
謂
お
も
へ
らく
、
直た
だ
ち
に

桜
、
萩
の
字
を
用
ふ
れ
ば
可
な
り
。
卯
の
花
は
、
即
ち
楊
櫨
の
花
な
れ
ど
も
、
卯
の
花
の
雅
な
る
に
し
か
ず
。（
略
）
一
日
、
河
崎
生
、
凹
巷
先
生
（
筆

者
注　

山
口
凹
巷
、
す
な
わ
ち
韓
聯
玉
の
こ
と
）
を
携
へ
、
随
軍
茶
の
詩
を
詠
じ
て
、
余
を
し
て
次
韻
せ
し
む
。
邦
俗
に
、
随
軍
茶
、
天
竺
花
、
胡
子

花
を
以
て
、
萩
を
称
す
る
も
、
当
た
ら
ず
（
略
）」。
冒
頭
部
に
、
桜
や
萩
、
卯
の
花
を
瓶
に
挿
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
風
趣
が
失
わ
れ
、
観
賞
に
耐
え

な
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、
漢
名
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
植
物
を
詠
う
こ
と
は
、
花
の
情
緒
を
消
す
と
い
う
点
で
同
様
の
行
い
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

25	

『
鉏
雨
亭
随
筆
』
の
次
の
箇
所
が
該
当
す
る
。「
萩
出
徐
葆
光
中
山
伝
信
録
（
萩
は
徐
葆
光
の
『
中
山
伝
信
録
』
に
出
づ
）」。

26	

『
琉
球
国
志
略
』
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
昌
平
黌
か
ら
官
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

27	

近
世
後
期
の
本
草
学
者
小
野
蘭
山
は
、『
救
荒
本
草
啓
蒙
』（
天
保
一
三
年
〈
一
八
四
二
〉
刊
）
巻
七
に
お
い
て
、「
琉
球
国
史
略
ニ
萩
ノ
字
ヲ
書
ス
。

本
邦
ノ
俗
字
ニ
ナ
ラ
ヒ
誤
リ
書
ナ
ル
ベ
シ
」（「
胡
枝
子
」
の
項
）
と
述
べ
、
日
本
の
呼
称
が
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
琉
球
に
伝
わ
り
、
こ
う
し
た
記
述

と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

28	

通
常
の
詩
と
異
な
り
、
和
歌
題
の
詩
に
つ
い
て
は
、
題
に
「
萩
」
の
字
を
用
い
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
六
如
「
行
路
萩
」（『
六
如
庵

詩
鈔
遺
編
』
巻
下
、「
倭
歌
題
」）、
菊
池
五
山
「
雨
中
萩
」「
名
所
萩
」（『
和
歌
題
絶
句
』）
な
ど
が
そ
の
例
に
当
た
る
。

29	

『
方
広
寺
誌 

京
都
府
寺
誌
稿
』
に
よ
れ
ば
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
落
雷
が
あ
っ
た
と
言
う
。

30	

王
維
の
詩
に
お
け
る
「
天
竺
古
先
生
」
は
、
乗
如
禅
師
及
び
蕭
居
士
を
指
し
て
い
る
。

31	

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
二
（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉
刊
）
に
「
高
台
寺　

萩
の
花
」
の
挿
画
が
あ
る
。

32	

明
治
期
の
儒
者
伊
勢
小
淞
が
、
や
は
り
高
台
寺
に
お
い
て
、「
金
粉
凋
零
門
半
斜
、
艦
材
人
尚
說
豊
家
。
威
振
海
外
今
安
在
、
満
地
残
陽
天
竺
花
（
金

粉　

凋
零
し
て　

門　

半
ば
斜
め
な
り
、
艦
材　

人
は
尚な

ほ
豊
家
を
說
く
。
威
振　

海
外　

今　

安い
づ

く
に
か
在
る
、
地
に
満
つ
残
陽　

天
竺
花
）」（「
髙

台
寺
看
胡
枝
花
」
転
結
句
、『
小
淞
遺
稿
』
巻
下
、
明
治
二
八
年
〈
一
八
九
五
〉
刊
）
と
詠
っ
て
い
る
の
も
、
同
じ
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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附
記　

使
用
し
た
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
ウ
ェ
ブ
経
由
で
閲
覧
し
た
場
合
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
名
を
次
の
よ
う
に
墨
付
括
弧
で
示

し
た
。【
国
会
】
…
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、【
国
文
】
…
国
文
学
研
究
資
料
館　

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
―
ス
、

【
慶
應
】
…
慶
應
義
塾
大
学　

K
O

SM
O

S

（G
oogle B

ooks

と
連
携
）、【
内
閣
】
…
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、【
琉
球
】
…
琉
球

大
学　

琉
球･
沖
縄
関
係
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、【
早
稲
】
…
早
稲
田
大
学　

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

『
和
名
類
聚
抄
』
…
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
元
和
三
年
古
活
字
版
、
Ｗ
Ａ
七
│
一
〇
二
）【
国
会
】。
国
立
国
語
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
日
本
語
史
研
究

用
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
集
」
よ
り
、
同
書
籍
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
利
用
。『
蔵
玉
和
歌
集
』
…
『
群
書
類
従
』
所
収
本
。『
古
学
先
生
詩
文
集
』
…
『
近
世
儒
家

文
集
』
所
収
本
。『
秋
萩
の
譜
』
…
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
特
一
│
九
〇
八
）【
国
会
】。『
随
筆
文
学
選
集
』
第
一
二
巻
（
書
斎
社
、
一
九
二
七
年
）
の
翻
刻

を
参
照
。『
秋
野
七
草
考
』
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
長
井
永
太
郎
文
庫
、
五
一
―
五
四
〇
）【
国
文
】。『
周
憲
王
救
荒
本
草
』
…
内
閣
文
庫
本
（
和
刻

本
、
三
〇
〇
│
七
六
）【
国
会
】。『
花
史
左
編
』
…
内
閣
文
庫
本
（
紅
葉
山
文
庫
本
、
子
六
八
│
七
）【
内
閣
】。『
和
爾
雅
』
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
マ

三
│
一
八
）【
国
文
】。『
大
和
本
草
』
…
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
特
一
│
二
二
九
二
）【
国
会
】。『
和
漢
三
才
図
会
』
…
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
〇
三
一
・

二
│
Ｔ
ｅ
一
九
四
ｗ
〜
ｏ
）【
国
会
】。『
雑
字
類
編
』
…
東
京
藝
術
大
学
図
書
館
蔵
本
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
│
Ｔ
Ｋ
Ｇ
Ｌ
│
二
二
四
七
五
）。『
文
藻
行
潦
』
…
国
文
学
研

究
資
料
館
蔵
本
（
日
本
漢
詩
文
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
八
七
│
六
六
）【
国
文
】。『
谷
口
樵
唱
』
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
ラ
六
│
七
七
）【
国
文
】。『
鉏
雨
亭

随
筆
』
…
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
イ
五
│
九
五
）【
早
稲
】。『
夢
亭
詩
鈔
』
…
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
本
（
二
二
四
│
三
五
四
）【
慶
應
】。

『
琉
球
国
史
略
』
…
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
図
書
館
蔵
本
（
Ｈ
Ｗ
七
九
七
）【
琉
球
】、
同
（
官
版
、
Ｈ
Ｗ
七
九
六
）【
琉
球
】。『
救
荒
本
草
啓
蒙
』
…
国
文
学
研

究
資
料
館
蔵
本
（
特
一
│
七
九
九
）【
国
文
】。『
枕
山
詩
鈔
三
編
』
…
『
詩
集
日
本
漢
詩
』
所
収
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
ナ
八
│
一
八
八
）【
国
文
】、

同
（
八
七
│
三
九
）【
国
文
】。『
蘆
洲
詩
鈔
』 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
ナ
八
│
二
三
八
）【
国
文
】。『
六
如
庵
詩
鈔
遺
編
』
…
『
詩
集
日
本
漢
詩
』
所
収
本
。

『
和
歌
題
絶
句
』
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
松
野
文
庫
、
五
四
│
二
六
二
）、
同
（
鵜
飼
文
庫
、
九
六
│
三
五
〇
）【
国
文
】。『
嵯
峨
樵
歌
』
…
『
詩
集
日

本
漢
詩
』
所
収
本
。『
報
桑
録
』
…
『
紀
行
日
本
漢
詩
』
所
収
本
。『
真
書
太
閤
記
』
…
内
閣
文
庫
本
『
重
修
真
書
太
閤
記
』（
一
七
一
│
三
九
）【
内
閣
】、『
帝

国
文
庫
』
翻
刻
（
博
文
館
、
一
九
二
八
〜
三
〇
）
を
参
照
。『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
…
早
稲
田
大
学
図
書
館
館
蔵
本
（
文
庫
六
│
一
八
七
四
│
七
）【
早
稲
】。

『
小
淞
遺
稿
』
…
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
一
〇
九
│
二
〇
）【
国
会
】。


